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１学期の活動を振り返ろう 

校長 園田 豊  

 梅雨の中で、あじさいの花が美しい季節となりました。

生徒達は元気に活動しています。テストも終わり、授業

に部活動に集中して取り組んでいます。中体連では、野球部やサッカー部の活躍で学校が盛り上

がっています。これから試合がある部活もよしやるぞと気合いが入っているところです。 

さて、１学期もあと３週間となりました。３ヶ月が過ぎ、いろいろな行事を通して、子供達は

たくましく成長しました。この時期に、生徒達にはもう一度、４月の決意は今どうなっているか

を振り返ってほしいと思います。先日１年生の国語の授業で、スピーチ発表をしていました。部

活動に入っていろいろ活動しているのですが、小学校の頃とは違う、基礎トレーニングや部室の

清掃などをやらなければならないと自分が入部前に描いていた部活動との違いを実感し、困惑し

ているとのことでした。しかし、周りの友達や先生方の指導によって、せっかく入った部活動な

のだからもう少しがんばって、レギュラーを目指したい、試合に出られるようにがんばりたいと

話していました。また、テストでいい結果が得られなかったが、振り返ってみると授業中に集中

して取り組んでいなかった、家庭学習を十分やらなかったといったことに気づき、これから取り

組みを変えようという決意を話していました。何かに取り組めば結果が出てきます。しかし、そ

の結果が必ずしも自分の期待したようにはなりません。ですから、このように自分の取り組みを

振り返ることが大切なのです。何事も、やってみるから失敗もします。何もやらなければ、何の

結果も得られません。成長もできないのです。自分がどんな思いで目標を立てたか思い返し、取

り組みを振り返り、新たな試みをしてほしいものです。自分で自分に気合いを入れることが大切

です。順調にきている人、多少息切れしている人など様々だと思います。しかし、せっかく自分

で決めた決意ですから多少の困難があってもやり抜きたいものですね。あと３週間で夏休みで

す。今、将棋界では藤井聡太四段の連勝記録が話題になっていますが、その将棋界で天才と言わ

れた羽生善治氏がこんなことを言っています。「何

かに挑戦したら確実に報われるのであれば、誰で

も必ず挑戦するだろう。報われないかもしれない

ところで、同じ情熱、気力、モチベーションをも

って継続しているのは非常に大変なことであり、私は、それこそが才能だと思っている。」  

欅



『こころの窓』（道徳コーナー）  

 先日の中体連では３年生が中心となって、今までの中で最高といえ

るプレーを、一人一人が見せてくれました。仲間、チームのために必

死になってボールをつなごうとする姿や、みんながつないでくれたボ

ールに思いを込めて、アタックする姿にとても感動しました。 

 さらに、試合に出ることができなかった３年生は、その悔しさを胸

に、仲間の勝利を信じて最後まで声援を送り続けていました。普段の

練習では、上級生として練習を引っ張り、練習試合のときには進んで審判を引き受け、チームのた

めに自分ができることを考え、実践してくれました。そういう姿を下級生に示してくれた３年生を

顧問として誇りに思います。バレーボール部では、競技を通して技術の向上だけでなく、仲間や集

団のために努力できる人に成長してもらいたいと願っています。(バレーボール部顧問 小畑 智緩)                         

 
豊かな体験をとおして、「心ゆたかに」 
６月には、島田市教育委員会社会教育課の主催による「赤ちゃんふれあい講座」（３年）、島

田消防署による「普通救命講習Ⅰ」（２年）をそれぞれ受講させていただきました。 

「赤ちゃんふれあい講座」では、講師による「誕生学」の講義を聴いたうえ

で、島田市内に在住の赤ちゃん親子と交流することで、命の重み、家族の絆や

子育ての苦労や大切さについて学びました。赤ちゃんを抱き上げた生徒達は、

赤ちゃんの柔らかさやにおいにふれたり、誕生したときの様子をきかせていた

だいたりして、ゆったりとしたひとときを過ごしました。 

「普通救命講習Ⅰ」は、静岡市消防局島田消防署の皆様と、市民ボランティア団体「六合レス

キュー」の皆様にご協力いただき、重大な病気やけがで倒れた人を

見つけたときに行う応急処置について学びました。普及員の資格を

持つ養護教諭による授業を受けたうえで、実技講習を受け、緊急時

の対応や、心肺蘇生の意義や行い方、ＡＥＤの役割や使い方につい

て学びました。参加した２年生の生徒は真剣な態度で受講し、「普通救命講習Ⅰ」の修了を認定さ

れました。（２年生は、今後、静岡県認定の「ジュニア防災士」の取得もめざします） 

７月の行事予定             

２１日（金）終業式 

２５日（火）～８／１ 中体連県大会 

８月の行事予定 

 ２８日（月）始業式・避難訓練 

 ２９日（火）～９／１（金）弁当持参     （写真は6/23実施の全校VS活動風景） 


